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論文内容の要旨

〔目的〕

糖尿病患者の寿命が延長するにつれて，糖尿病性血管障害の合併が重要な臨床的課題としで注目さ

れてきている。

著者は，糖尿病性細小血管病変の中でも，客観的に，かつ経時的に病像を観察しうる糖尿病性網膜

症について，カラー眼底所見の観察では判定困難な血管透過性の問題を，蛍光色素静注後の色素漏出

動態としてとらえ糖尿病性網膜症の病態解析を試みた。また増殖性網膜症への進展の予後予測のため

経年観察による漏出動態の推移と臨床所見との関連性を検討，糖尿病治療の一指標として漏出現象の

意義を検討した。

〔方法ならびに成績〕

方法:

Scott 分類 (G. I. Scott ， 1957) で1lIa (40例) ，国 b ( 4 例)， llc (5 例)の糖尿病性網膜症を有す

る一次性糖尿病患者49例を対象とした。フルオレスセイン・ソジウム静注後，経時的に蛍光眼底造影

を施行し，蛍光色素漏出動態の解析を試みた。更に，漏出動態と臨床検査所見との関連性及び漏出動

態の経年的変化をも検討した。

1 ) Flying Spot Scanner (以下F.S.S. と略す)による漏出面積の自動計測

35m/m 白黒蛍光眼底フィルムを F.S.S. (コーワ・ OS 701) とミニコンビューター (CEC 555H ・ 12

ピット 24KW) により 512 X 512 点区画でスキャンし， 128 レベルの濃淡データーに変換した。なお

ミニコンビューターには血管陰影を除去し漏出域のみを計測し得るプログラムを組み込み，蛍光色素



漏出面積が自動的に計算されprint-out されるようなシステムを作成した 0・又 各種病態における蛍

光色素静注後の単住時間あたりの漏出面積を漏出曲線として表現した。

2 )蛍光色素漏出曲線と臨床検査所見との関連性の検討

臨床検査所見としては年令，擢病期間，肥満指数，血圧，血糖値，尿糖量，コレステロール，中性

脂肪，尿蛋白量， BUN , PSP (15分値)， 50g0GTT 時のL1IRI/ LlBS (30分値)の13項目を選んだ。

蛍光色素静注後の漏出面積と上記晦属医所見の関連性を相関分析法により検討，さらに漏出曲線の経年

観察による推移わよび血糖のコ，ントロール状態との関係を検討した。

成積:

1 )糖尿病性網膜症における蛍光色素漏出動態の自動計測

F.S.S. のプログラムを改良することにより糖尿病性網膜症にみられる蛍光色素漏出動態を漏出曲

線として客観的にかっ定量的に把握する方法を確立した。これにより各病態の漏出動態を経時的にと

らえることが可能となった。

2 )糖尿病性網膜症の漏出動態と臨床検査所見との関連性

Scott 皿 a， illb 症例で得られた漏出曲線より求めた蛍光色素静注 120 秒後の漏出度は，擢病期間

(:r = 0.327) ，空腹時血糖(r=0.472) ，尿蛋白 (r= 0.443) と有意 (P く 0.05 )の正の相関を，L1

IRI/ L1 BS (r =-0.391) と有意 (P< O. 05) の負の相関を示した。

3) Scott n c症例と Scottill a. 聞 b 症例の漏出曲線

i )増殖性網膜病変の l つである新生血管からの漏出曲線は，蛍光色素静注直後より直線的に増加

する漏出曲線で示された。

ii )検眼鏡的に Scott 田弘田 bと判定され長期観察が可能であった18症例における初回検査時の漏

出曲線は，新生血管症例と類似の急峻なパターンを示す群 (A 群) .逆に極めて平担な曲線を示す群

(C 群) .およびその中間に位置する群 (B 群)の 3 群に大別された。

4 ) Scott m a. 阻 b症例jにおける漏出動態の経年的変化

前記18症例の 3 ないし 6 年間の漏出曲線の推移は.A群症例は漏出曲線が急峻化しており. しかも

1 例は増殖性網膜症への移行をみとめた。しかも.血糖のコントロールが良好に保たれているにもか

かわらず漏出現象の悪化する症例がみとめられた。他方B. C 群に属するほとんどの症例は増悪化を

示さず，血糖の良好なコントロールに反応して漏出現象の改善が認められた。

[総括1

1 )糖尿病性網膜症における蛍光色素漏出現象を解析するためコンビューターと連結した。 F.S. S.

のシステムを開発し，漏出動態を客観的，定量的.かつ経時的に把握することが可能となった。

2 )擢病期間，空腹時血糖およびL1 IRI/ L1 BS は漏出度と有意の相関を示しており司これら諸国子

が糖尿病性網膜症の進展に関与していることが示唆された。

3 )糖尿病性網膜症における蛍光色素漏出現象は.網膜症の進行性および悪性化と関連がありー漏

出動態を把握することにより.網膜症の予後予測が可能で、あると考えられた。
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論文の審査結果の要旨

糖尿病性網膜症の病態解析のためー Flying Spot Scanner を用いて蛍光色素漏出現象を客観的に

表現した。その結果.糖代謝障害の程度が網膜症の進展に有意に関与しており，かっ漏出曲線のパタ

ーン分類が網膜症の予後予測に有用で、あることが示された。

本論文は‘漏出現象を計量化する方法を確立し.かっその臨床的有用性を明らかにした点に意義が

ある。
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